
市へ報告

① 申立書・説明書等作成

②

③ 後見登記の有無確認

④ 戸籍謄本・附票請求

⑤ 財産関係確認

後見等開始の審判

・相談や実態把握等の日常業務から支援
   が必要な高齢者を把握する。
・ヘルパーや介護支援専門員，民生委員
   等からの相談・要請により，申立てが
　必要な方の情報を把握する。

・高齢者の訪問調査等を通じ，成年後見
　制度利用による保護の必要性を検討し
　必要な場合は，本人申立て，親族申立
　てが可能かどうか検討する。

・本人，４親等内の親族が申立可能であ
　れば，必要に応じて旭川成年後見支援
　センター等と連携しながら,申立支援を
　行う｡

本人，親族
申立不可

本人，親族
申立可

＜本人調査＞
・情報の事実確認
・本人の意思確認
・本人の状況の把握
・本人の資産状況等の把握

＜親族調査＞
・２親等内の親族の有無を戸籍調査

・２親等内の親族に文書にて申立ての意
　思を確認。申立てをする者の存在が明
　らかな場合は，申立支援を行う。
・「申立拒否」「本人への虐待」「連絡
　なし」等の場合は，その者はいない者
　とし て扱う。

必要に応じて，地域包括支
援センターから医師への事
前説明や財産関係の確認等
を行ってもらう。

意思確認

市長申立て決定

申立書類の作成

診断書作成依頼

家庭裁判所へ申立て

市長申立て要否の検討 ・市長による申立ての必要性を検討

親族調査

親族なし 親族あり

総合相談・実態把握等

申立てが必要な高齢者の把握

情報の整理

検討

本人調査 旭川成年後見支援センター等

市 地域包括支援センター 備考

成年後見制度普及啓発

成年後見制度対応フローチャート

旭川市地域包括支援センター運営方針関係資料


